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研究成果の概要（和文）：てんかん診療において、医学的（客観的）評価は確立されてきたが、患者の心理社会
（主観的）評価方法は標準化されていなかった。本研究は、てんかん患者に特化した心理社会評価尺度の検証を
目的とした。
結果、包括的入院精査のてんかん患者を対象に、quality of life (QOL)、障害受容、てんかんセルフスティグ
マ、てんかん管理への自己効力感、ソーシャルサポートの尺度についての妥当性・信頼性を実証できた。また、
障害受容やソーシャルサポート（ポジティブな対人関係構築）はQOL向上への重要な因子であった。本研究によ
り、てんかん患者の心理社会尺度バッテリーが構築され、幅広く普及されることが期待される。

研究成果の概要（英文）：In epilepsy care, while standardization of medical (objective) assessment 
has been established, psychosocial (subjective) assessment have not been standardized. This project 
aimed to standardize psychosocial assessment methods by testing the reliability and validity of 
those assessment scales specific to patients with epilepsy.
The results demonstrated the validity and reliability of the quality of life (QOL) scale, disability
 acceptance, epilepsy self-stigma scale, self-efficacy scale for epilepsy management, and social 
support scale have been achieved. Additional analyses indicated that disability acceptance is an 
important factor for patients' QOL, and that positive interpersonal relationships, a sub-factor of 
social support, is a direct factor in improving QOL. 
The findings of this study may lead to the development of a psychosocial scale battery specifically 
for epilepsy patients, which would enable assessing for psychosocial issues in patients in epilepsy 
care.

研究分野：てんかんリハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、包括的てんかんモニタリングユニット入院精査により診断や治療方針が確定されたてんかん患
者を対象に、患者報告アウトカムの評価尺度である心理社会的尺度の妥当性・信頼性を検証したことにある。そ
れにより、てんかん患者が抱える発作や発作以外の悩みについて多角的に評価またはモニタリングできるツール
が確立された。この成果は、本邦の患者への貢献のみならず、てんかん領域の国内外の治療効果研究や評価ガイ
ドラインへの評価基準として追加できることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 てんかんは「てんかん発作を繰り返す慢性的な脳の状態と、併発する神経生物学的、認知的、
心理的、社会的な障害」と多面的に定義される。有病率約１%の慢性的な脳神経疾患であり、認
知障害や精神症状等の併存障害も頻度が高い。よって日常生活、学業、就労、運転、社会参加な
ど生活全般の quality of life（QOL）への影響が大きい。そのため、てんかん患者の医学的側面
と心理社会的側面の問題解決を担う「包括的てんかん診療」が国際的に推奨され、心理士やソー
シャルワーカーの登用が本格化している。しかし、本邦では、世界に並びてんかんの診断や治療
効果検証が飛躍的に発展しているのに対して、未だ患者の心理社会的問題にはシステマティッ
クな評価や介入支援が存在せず、エビデンスも少ない。そのため「発作治療には満足しているが
無職で幸福度は低い」などの矛盾や、「てんかんへのスティグマが治療に悪影響」などの相殺が
生じているのが現状である。 
 こうした心理社会評価の重要性と発展性に対して、本研究では、てんかん患者の心理社会評価
を標準化することを目指す。てんかん領域における心理社会評価の信頼性や妥当性はまだ不明
なことが多い。既存の心理社会評価は、患者の主観を問う自己記入式質問票であり、実施が簡便
というメリットがある反面、評価尺度の精度に依存するため、臨床導入前の作成段階では多角的
な検証を要す。特に、諸外国から登用した尺度を用いた場合、文化間の違いが質問項目に影響す
る翻訳的等価性や、サンプリング数の増加とサンプリングバイアスの軽減を目的とした多施設
コホート研究による尺度の分析や標準化は、入念に検証する必要がある。その上で、繁忙な臨床
現場のニーズに対応した簡易版評価尺度の作成も期待される。これらにより、日本のてんかん患
者への貢献のみならず、てんかん領域の治療効果研究や、評価ガイドラインへの追加につながる
可能性も期待できる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、心理統計学の専門的知見を用いて、医療圏内で見過ごされがちなてんかん患
者の心理社会評価尺度の精度の向上に焦点をあて検討することにある。具体的には、てんかん患
者を対象として、日本語版の心理社会評価尺度の翻訳的等価性を確認し、信頼性・妥当性を検証
することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、てんかん患者を対象に、てんかん領域にて特に重視されている４つの心理社会的
概念の評価尺度（i.e., QOL、セルフスティグマ、障害受容、ソーシャルサポート）を用いて、そ
の信頼性・妥当性を検証し、標準化と簡易版の作成を行うことを試みた。 
 まず、本研究に用いる４つの心理社会尺度は、元来、英語版尺度として作成されたため、日本
語版に翻訳された尺度の翻訳的等価性の検証の報告はない。そこで、予備調査として、統計的手
法であるテスト理論の特異項目機能（Differential Item Functioning: DIF）分析と非統計的手法であ
るバックトランスレーション法を相補的に組み合わせ、日本語版尺度の内容的妥当性を検証し
た。次に、本調査として、包括的てんかんモニタリングユニット入院精査にててんかんと診断さ
れた患者を対象に、尺度の信頼性・妥当性を検証した。 
 収集するデータ項目は、医学・心理・社会
的側面（表 1）と４つの尺度への回答とした
（表 2）。質問票への回答が不可である場合
は対象外とした。統計学的分析は、信頼性検
証では、α信頼性係数の算出により尺度の
内的整合性を検証する。妥当性検証では、基
準関連妥当性は、尺度と関連している外的
基準（e.g., 診断、IQ、抑うつ、職業の有無）
との相関を分析する。構成概念妥当性にお
いては、項目反応理論（Item Response Theory）
に基づく分析や、相関分析、因子分析などに
よって行った。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果は、以下の４つに集約される： 

項目 内容

医学 診断、発作型、発作頻度、薬剤数、罹患期間、
脳波所見、画像所見、神経心理所見

心理 QOL、発作不安、レジリエンス、抑うつ、不安
社会 教育歴、職歴、収入、婚姻歴

表1. 収集する患者背景項目

概念 尺度名

QOL Quality of Life in Epilepsy Inventory-31-p
セルフスティグマ Epilepsy Self-Stigma Scale
障害受容 Adaptation of Disability Scale-Revised
ソーシャルサポート Social Support Scale

表2. 検証する４つの心理社会評価尺度



１）QOL尺度：Quality of Life in Epilepsy Inventory-31-P（QOLIE-31P） 
 てんかん患者における QOL 尺度である日本語版 QOLIE-31P について、尺度の信頼性・妥当
性を検証した。これまで日本語版では言語的妥当性が検討されるにとどまっており，計量心理学
的妥当性の検討が必要であると指摘されている（井上ら，2009）。そこで対象となる 18 歳以上
のてんかん患者 167名を対象として、7因子構造である尺度の確認的因子分析を行ったところ、
許容できるモデルへの適合度が示された（Robust CFI = 0.928，Robust TLI = 0.921，Robust RMSEA 
= 0.088，SRMR = 0.083）。一方、対象者群の一般化可能性の課題や、各因子を構成する項目の中
にある表面的妥当性の課題があるものもあるため、モデルへの適合度の改善にはさらなる検討
が必要であることが明らかになった。 
 
２）てんかんセルフスティグマ：Epilepsy Self-Stigma Scale（ESS） 
 てんかん患者におけるセルフスティグマを測定する日本語版 ESS（ESS-J）を作成した。原著
者らの許可のもと特異項目機能（Differential Item Functioning: DIF）分析とバックトランスレーシ
ョン法を相補的に組み合わせ、日本語版を作成した。成人てんかん患者 338 名を対象に、ESS-J
の因子構造を分析したところ、2因子モデルが許容できる適合度を示した（χ2 = 161.27, df = 34, p 
< 0.01; CFI = 0.929, RMSEA = 0.105, SRMR = 0.047, AIC = 203.27, BIC = 283.56.）。その 2因子は、
セルフスティグマ理論に基づき、enacted stigma（制定されたスティグマ）と felt stigma（感じら
れたスティグマ）とした。内的一貫性や併存的妥当性、構成概念妥当性も証明され、患者報告ア
ウトカムを測定する有用なツールの一つとして期待される 1。 
 
３）障害受容：Adaptation of Disability Scale-Revised（ADS-R） 
 てんかん患者における障害受容が QOLに及ぼす影響について、生物心理社会モデルに基づく
多面的因子と同時に検討した。障害受容は、ADS-R を原著者らの許可のもと日本語に翻訳し、
その内的一貫性を検討した。成人てんかん患者 151名を対象に、属性、てんかん関連要因、心理
要因、社会的要因とともに障害受容を予測因子とし、QOL をアウトカム因子とした。解析は、
階層的重回帰分析を用いた。その結果、これらの予測因子は 42％の QOL への寄与率を示し(R2 
= 0.45、ΔR2 = 0.42、F[8, 141] = 14.47、p = 0.00)、より高い AOD、より高い社会的サポート、お
よびより低い抑うつ症状スコアが、QOL 向上に有意に寄与することが明らかになった。てんか
ん患者の QOL向上には、障害受容を促進する介入の開発を要することが明らかになった２。 

 
４）ソーシャルサポート：Medical Outcomes Study Social Support Survey (MOS-SSS) 
 てんかん患者における重要なソーシャルサポートすなわち社会的支援の種類を特定すること
は、日常生活における効果的な支援システムの構築や QOL向上に重要である。しかし、ソーシ
ャルサポートの詳細な種類と QOL の関係性を図るには，ソーシャルサポート尺度である MOS-
SSSの下位尺度間の相関が高いために、明らかにできなかった。そこで、従来の統計学的問題を
克服するためにネットワーク解析手法を用いて解析した。まず、MOS-SSS を原著者らの許可の
もと日本語に翻訳した。成人てんかん患者 283 名を対象に、MOS-SSSの下位尺度４つそれぞの
ソーシャルサポート（i.e., 感情的/情報的サポート、具体的なサポート、愛情的サポート、お
よび積極的な社会的相互作用）と QOLの関係性について、他のサポートの影響を排除して解析
した。結果、愛情的サポートは他領域のサポートと強い関係を示したが、QOL との直接的な関
係性は認められなかった。一方、QOL と直接的に関係性を示したのは「良好な社会的関係」と
「情緒的・情報的サポート」であった。中でも、中心性指標においては「良好な社会的関係」が
中心的な指標でありソーシャルサポート上のネットワーク上重要な指標ということが明らかに
なった。それにより、てんかんや疾病に関わらず良好でポジティブな社会的関係を構築するよう
な心理社会的支援を構築することが、QOL向上の一助となることが明らかになった 3。 
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